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はじめに

南山宗教文化研究所は、1年に設立さ
れて以来、以下の つの目的にそって活動
してきた 1。

1  宗教・文化一般、特に日本を中心とする
東洋宗教・文化に関する学際的研究

2  キリスト教と諸宗教の相互理解の促進
3  研究者の養成

本研究所は、創立されて 年目を迎え、
今までの活動を振り返りながら、さらに飛
躍をすべき時を迎えている。
そこで、私は研究代表者として標記の研
究テーマ「宗教研究の国際化推進のための
拠点形成と総合的研究史調査」で科学研究
費補助金（基盤研究（Ａ））に昨年秋に応募
し、このたび採択されることが決定した。
これから 年間、この研究テーマを一つ
の軸として研究所が運営されることになる
ので、その内容についてここで報告するこ
とにしたい。

研究目的

本研究の目的は、我が国の宗教研究を国
際発信するために海外に開かれた研究拠点
を形成することである。すなわち、日本に

おける宗教研究の総合的な研究史調査を行
うことによって、海外研究者との研究交流
と拡大に取り組み、日本の宗教研究の一層
の国際化を推進し、海外に情報発信する研
究拠点を形成することを目的にしている。
つの研究テーマ（後述）を柱とした共同研
究を、国際的な協力体制のもとに遂行し、
その成果を公開することにより、この目的
を達成する。
具体的には、(1)研究成果の出版（英文・

和文著作の刊行、英文研究誌特集号を編集）、
(2)日本における宗教研究の基礎的資料のデ
ジタルデータ（pdf）化とデータベース化と
その公開、()国際学会および国内学会での
発表、()国際シンポジウムの日本での開催
などによって、日本の宗教研究の国際的な
プレゼンスを高め、かつ宗教研究を振興し
てゆくことである。
① 宗教研究は、他の学問と同じく欧米の

影響の下に成立し、同時に明治政府の施策
と不可分であった。たとえば、姉崎正治の『宗
教概論2』（明治  年刊行、『姉崎正治著作集』
第  巻、国書刊行会、12 年）の第四部は「宗
教病理学」であり、宗教を病理的なものと
みる視点は、国家に宗教を管理する理由を
与えた。とりわけ「神道」概念は、近代日
本において、アサドのいう「編成原理3」と
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して働き、明治政府は正統を体現する国家
神道と異端とを明確に識別した。一方で国
体を体現する神道をいかに定義するかとい
う問題が生じ、他方で、正統の枠内に収ま
るとされた教派神道と、それから外れた「淫
祠邪教」と呼ばれた新宗教が生じた。新宗
教研究では、社会的変動と新宗教の成立の
関係が注目され、幕末維新期以降、さまざ
まな新宗教が研究対象となってきた。

1 年のオウム真理教事件以降、また、
2001 年の .11 事件以降、宗教に対する社会
の見方はさらに大きく変化した。宗教はそ
れまで、伝統、秩序、儀礼、風習などの概
念とともに論じられることが多かったが、
これらの事件以降、狂信、テロリズム、破
壊、恐怖などの概念とともに論じられるこ
とになった。日本では一時的に信仰率が減
少したほどである。これらの事件は、宗教
研究の意義を改めて問い直す重要な機会で
あった。しかしながら、日本の宗教学界は、
むしろ沈黙を守ることを選択した。200 年
に東京で開催された国際宗教学宗教史会議
（IAHR）においても、この点を十分に深め
ることはできなかった。一方、欧米では、
2001 年の .11 事件以降、宗教研究の必要性
が新たに見直されている。それは、欧米社
会がますます多民族化・多文化化しつつあ
る中で、いかに社会の安定と統合を図るか
という課題と、イスラームをはじめとする
異文化理解が重要であり、その点で宗教研
究が重要な貢献をするという認識があった
ためである 4。このような諸外国の宗教研究
の実情を考え合わせるならば、日本の宗教
研究がさまざまな社会的変動の中でいかな
る研究をしてきたのかを、国際的な視点か
ら検討することは、ますます多元社会とな
りつつあるわが国においても喫緊の課題で
あるといえよう。

また、海外において日本の宗教に関する
研究が盛んであるのに比べ、日本の宗教研
究者が国際学会に与えている影響はあまり
にも少ない。要するに日本の研究者は長年、
「土着の情報提供者」（native informant）の
立場に甘んじてきたといえる。ハリー・ハ
ルトゥーニアン（シカゴ大学）の主張に典
型的に現れているように、日本人による研
究は日本のイデオロギーに染まっているの
で、顧慮するべきでないというのである。
このような偏見にさらされてきた現状を打
開するためにも、やはり国際的な視点から
日本の宗教研究を振り返り、その成果と意
義を明らかにすること、また近代日本の宗
教史に関する基本的な資料や研究成果を英
語で出版して国際学界に問うことがどうし
ても必要である。さらに、国際的な学会に
おいてそれらの価値と問題点を明らかにす
る作業と、海外の研究者にとって継続的な
窓口であるような研究拠点の形成が必要で
ある。
② 本研究は、100 年以上に渡る日本の宗

教研究について、関連諸学にも広く目を配
った総合的な研究史調査を行う。宗教学の
みならず、哲学、社会学、文化人類学（民
族学）、民俗学、日本史、心理学等々の幅広
い分野に渡って、広く文献を渉猟する必要
がある。そのため、前述したように、本研
究の柱として つの研究テーマを設定して
いる。以下に敷衍する。

A.  神道概念の再検討：欧米の宗教研究の
分野では、近年、宗教概念を根本的に
問い直す試みが多く行われている。日
本でもその試みは始まっているが、明
治期以降、もっとも重要な役割を担っ
てきた編成原理としての神道の概念が
どのように成立し、神道がいかに語ら
れてきたかということに関しては、一
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部の先駆的な取り組みを除いては、い
まだ萌芽的な研究段階にある。それゆ
え、さまざまな文献資料や研究を精査
し、神道の定義を再検討することには
大きな意義がある。

B.  「近代仏教」の再検討：明治維新以降、
仏教にも大きな変化が見られ、幕藩
仏教は近代仏教へと変化していった 5。
10 年代後半以降、吉田久一、柏原祐泉、
池田英俊らによって開拓され、牽引さ
れてきた近代仏教研究だが、2000 年代
以降、国内外の「宗教」概念批判研究
を経て、「近代仏教」概念、さらには「仏
教」概念自体の見直しが進んでいる。
神道概念と同様に、近代仏教研究にも
根本的な再検討が迫られている。また
ジェームズ・ケテラー 6やリチャード・
ジャフィ7等、海外の研究者による近
代仏教の研究成果が公刊され、近代仏
教研究への注目が高まっている。また
欧米だけではなく、韓国や中国等、日
本の近代仏教研究に取り組む東アジア
の研究者も増えている。こうした海外
の研究者の交流も、今後、重要となる。
つまり、「近代仏教」は世界の諸地域に
見られる仏教の変容・動向であり、こ
うした研究を本研究の中に位置づける
ことには、大きな意義がある。

C.  新宗教研究の再検討：新宗教研究では、
社会的変動と新宗教の成立の関係が注
目され、幕末維新期以降、さまざまな
新宗教が研究対象となってきた。社会
的変動における宗教の変化と、それに
対する研究のあり方をみることによっ
て、近代日本の宗教研究の成果と意義
を改めて浮き彫りにできると考えられ
る。そして、とりわけ、オウム真理教
事件以降の日本の宗教研究と .11 事件

以降の海外の宗教研究を対比すること
によって、宗教研究に対する社会的要
請のちがいや今日的な意義について問
い直すことが可能になる。

D.  諸宗教間対話の実践と再検討：10 年
代の第二バチカン公会議以降、東西霊
性交流や東西宗教交流学会などの営み
が続けられている。半世紀を経過した
現時点において、仏教とキリスト教の
交流の意義や成果を再検討することが
可能であるし、必要でもある。そのこ
とによって、宗教間の対話や文明間の
対話が平和構築に果たす意義が改めて
明らかにされると考えられる。

③ 本研究の独創性は、日本における宗
教研究の総合的な研究史調査を、国際的な
協力体制のもとに遂行し、その成果を公開
することにより、単に研究のみならず、海
外に開かれた継続的な窓口となる研究拠点
を形成する点である。それを可能とする条
件を本研究所は備えている。まず、本研究
の主体となる南山宗教文化研究所は、長
年にわたり、英文研究誌 Japanese Journal of 
Religious Studies（『日本宗教研究誌』、1 年
創刊、現在第  巻）を発行している。本
研究誌は、日本人による良質な日本宗教研
究を海外に紹介するとともに、海外の重要
な研究も積極的に掲載し、日本宗教に関す
る研究の振興に努めてきた。また、科研費
による先研究「宗教学の国際化推進のため
の研究機関の改革と交流に関する国際比較
研究」（基盤研究（B）200年度～ 200年
度）を行い、研究機関の在り方について、
海外機関や研究者と議論と交流を重ねてき
た。その成果の一部として、Nanzan Guide 
to Japanese Religions（『日本宗教へのガイド』
Honolulu: University of Hawai‘i Press, 200）を
刊行している。さらに、本研究所では諸宗
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教研究講座を設け、海外の優れた研究者を
一定期間客員研究所員として受け入れてき
た実績がある。これらの成果を踏まえて、
本研究の遂行によって、海外研究者とのさ
らなる研究交流と拡大に取り組み、日本の
宗教研究の一層の国際化を推進し、海外に
開かれた研究拠点を形成することは十分に
可能である。

つの基本テーマによる研究の成果を、 (1)
研究成果の出版（英文・和文著作の刊行、
英文研究誌特集号を編集）、(2)日本宗教研
究の基礎的資料のデジタルデータ（pdf）化・
データベース化とその公開、()国際学会お
よび国内学会での発表、()国際シンポジウ
ムの日本での開催などの具体的な形にする
ことによって、日本の宗教研究の国際的な
プレゼンスを高め、かつ研究を振興してゆ
くことが十分に予想される。

研究計画・方法

本研究をテーマ毎に グループに分けて
遂行する。研究組織全体を研究代表者（渡邉）
が統括し、研究分担者は各グループの研究・

運営を主体的に推進する。海外研究者とは、
日常的にインターネットを利用して交流す
るが、年に数回、南山宗教文化研究所（南
山大学）に招聘し、意見や問題意識を交換
する。また年に 2回ほど全体会議を開いて、
研究の進展具合を確認し、相互に問題点を
指摘しあう。2011年度、2012年度には、関
連する国際学会（AAR、SISR 等）でパネル
報告を企画する。最終年度には、国際シン
ポジウムを公開の形で開催する。英文・和
文の出版を目指し基本的資料のリストアッ
プと翻訳作業を行う。RAを 2名従事させ、
リストアップされたもののデジタル化を進
める。また、南山宗教文化研究所のネット
ワーク上に「日本宗教研究史データベース
（仮称）」を稼働させ、インターネット上に
公開する。

平成 23年度（1年目）

本研究の遂行のために以下の人員による
研究組織を立ち上げる（日本在住の外国人
をカタカナ表記し、国際共同研究者をアル
ファベット表記する）。

氏　名 役割分担・研究分野 所属組織・職名

渡邉　学 研究代表者・統括 南山大学・南山宗教文化研究所・所長

スワンソン，ポール 研究分担者・近代仏教 南山大学・南山宗教文化研究所第一種研究所員

ハイジック，ジェームズ 研究分担者・諸宗教対話 南山大学・南山宗教文化研究所第一種研究所員

奥山倫明 研究分担者・神道概念 南山大学・南山宗教文化研究所第一種研究所員

ドーマン，ベンジャミン 研究分担者・新宗教研究 南山大学・南山宗教文化研究所第一種研究所員

金　承哲 研究分担者・諸宗教対話 金城学院大学・人間科学部・教授

林　淳 研究分担者・近代仏教 愛知学院大学・文学部・教授

マリンズ，マーク 研究分担者・新宗教研究 上智大学・国際教養学部・教授

大谷栄一 研究分担者・近代仏教 佛教大学・社会学部・准教授

Reader, Ian 国際共同研究者・新宗教 ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ大学・日本研究・教授（ｲｷﾞﾘｽ）

MacWilliams, Mark 国際共同研究者・神道概念 ｾﾝﾄ ･ ﾛｰﾚﾝｽ大学・宗教学部・教授（ｱﾒﾘｶ合衆国）

Baffelli, Erica 国際共同研究者・新宗教 ｵﾀｺﾞ大学・宗教学部・講師（ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ）

Lande, Aasulv 国際共同研究者・諸宗教対話 ﾙﾝﾄ大学・宣教学部・名誉教授（ｽｳｪｰﾃﾞﾝ）

Vroom, Henk 国際共同研究者・諸宗教対話 自由大学・宗教学部・名誉教授（ｵﾗﾝﾀﾞ）
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研究代表者（渡邉）は研究組織全体を統
括するとともに専門とする領域の研究にも
従事する。前述してきたように研究領域は
大きく分けて  つあり、A．神道概念の再検
討に関しては、奥山倫明とMark MacWilliams 
が担当する。両者はすでに「神道概念の歴
史性」に関する研究に着手している。B．「近
代仏教」の再検討に関しては、スワンソン
と林淳と大谷栄一が担当する。前者は伝統
仏教に関してすぐれた業績を残しているし、
後者 2 名はすでに近代仏教研究会等の中心
的な研究者である。C. 新宗教研究の再検討
に関しては、渡邉、ドーマン、マリンズ、
Ian Reader, Erica Baffelli が担当する。Reader 
は国際的にも著名な日本宗教研究者である。
D. 諸宗教対話の再検討に関しては、とりわ
け本研究所が力を入れてきた分野であり、
ハイジック、渡邉、金が担当する。いずれ
も東西宗教交流学会や国際学会（Society for 
the Buddhist-Christian Studies）で役職を持つ
中心的な研究者であり、この分野の研究に

精通している。また、Aasulv Lande と Henk 
Vroom は、ともにヨーロッパで諸宗教対話
に長年携わり、とりわけ Vroom はヨーロッ
パにおいて、キリスト教とイスラームとの
対話に大きな実績を持つ8。
今回の研究に関わる 1 名の研究者はきわ

めて国際的である。日本人  名、韓国人 1 名、
アメリカ人  名、イギリス人 1 名、ノルウ
ェイ人（スウェーデン在住）1 名、オランダ
人 1 名、オーストラリア人 1 名、イタリア
人（ニュージーランド在住）1 名からなって
いる。日本在住の外国人研究者  名を含み、
海外からの多様な視点からの貢献を十分に
期待することができる。この研究組織を円
滑かつ効率的に運営するために研究代表者
の所属する南山宗教文化研究所に本研究の
事務局を設置する。このような多様な海外
研究者と連携を取りつつ、大規模な研究史
調査とその公開を期すために、外国語によ
るコミュニケーション能力を持つ事務担当
者と、専門分野の知識を持つ者による資料

研究代表者

事務局（事務員・ＲＡ）

統括・協議	 情報端末によるデータの共有・検討

国際共同
研究者

国際共同
研究者

国際共同
研究者

国際共同
研究者

研究分担者 研究分担者 研究分担者 研究分担者

神道概念の
再検討

新宗教研究の
再検討

諸宗教対話の
再検討

近代仏教の
再検討

研 究 組 織

南山大学 南山宗教文化研究所
協力 ･出納 協力 ･施設提供

研 究 組 織 概 念 図
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集成・デジタル化作業が必要となる。RA（リ
サーチ・アシスタント）2 名とバイリンガ
ルの事務員 1 名を南山大学において雇用し、
研究分担者や国際共同研究者との緊密な連
携やデータの集約作業に従事させる。渡邉
がこれを監督・指揮する。この体制は研究
期間が終了するまで維持する。次ページに
研究組織全体の概念図を示す。
平成 2年度の研究計画は次の通りであ

る。
(1) まず、採択決定後、出来るだけ早い時

期に海外研究者を招聘し、また、事務員お
よびＲＡを雇用して、全体集会を持ち、研
究組織を発足する。これには南山大学およ
び本研究所が全面的に協力する。具体的な
活動としては、年度はじめと年度末の 2回
ほどの研究組織全体による研究計画の遂行
および進展状況に関する精査と打ち合わせ
を行い、成果を全体で共有するとともに、
研究上の問題点や研究 ･調査の方法などに
ついて協議する場を持つ。

(2) 研究代表者・分担者たちは国内外でそ
れぞれの担当分野について研究を行い、各
分野の情報を本研究組織事務局へ集約する。
前述した つの基本テーマにおいて、総合
的な研究史調査を行い、デジタルデータと
して利用できるようにする。この作業は  
年間にわたって行う。特に初年度である平
成 2 年度は、各分野の宗教研究資料の文献
資料の所在状況について総合的に把握する
作業がまず必要であるので、これを行い、
全体としての方針、具体的な作業日程をメ
ンバーと協議する。

() 基本テーマ毎に、研究会を、年２回ほ
ど開催し、研究成果の報告や発表を行う。
また、国内外の専門家を招き、講演として
一般にも公開する形で行うことにより、研
究で得られた知見を社会に還元する意味も

持っている。
() 国際学会でのパネル報告の企画と打ち

合わせのために訪米、訪欧し、協議する。
その際に、海外の出版社とも連携を取る。
出版の可能性について、具体的に検討する。

() 初年度である平成 2年度は特に、デ
ータ収集とその整理のためにデジタル機器
を購入・活用して、現地での聞き書き、イ
ンタビューや会見などの模様はすべてデジ
タルデータ化して保存する。これらは将来
の、資料集や書籍の形での刊行、ならびに
デジタル・データベースでの研究成果公開
のために必要な作業である。データの集約、
整理、デジタル動画の編集などのためのパ
ソコン、研究者間でのデータ共有のための
情報端末など必要なデジタル機器を南山大
学内の事務局に設置し、調査地に持ち込み
可能なノートパソコンやビデオカメラ等も
備品としてそなえる。

() また、南山宗教文化研究所のサーバー
にデータベースを構築し、「日本宗教研究史
データベース（仮称）」をインターネット上
に公開する準備として、パイロット版の作
成と運用について、南山大学の情報システ
ム課や基幹サーバーの担当者とも協議し、
方針を定める。

平成 24年度（2年目） 

平成 2 年度は、前年度と同様、年に 2 回
の研究組織全体による研究打ち合わせを行
う。年度はじめと年度末に研究打ち合わせ
をそれぞれ行い、成果を全体で共有すると
ともに、研究上の問題点や研究 ･調査の方
法などについて協議する場を持つ。研究代
表者・分担者、海外共同研究者たちはそれ
ぞれの担当分野において調査と研究を行い、
情報を本研究組織事務局へ集約する。情報
端末によって海外・国内でデータを共有し、
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精査・討議する。またテーマ毎に研究会を
開催する。
事務局にてデータ整理・集成作業をすす
める。集成された資料をもとにデータベー
スのパイロット版を作成し、試験運用する。
さらに関連する国内学会などでの成果報告
を行う。

平成 25年度（3年目）

最終年度である平成 2 年度は、事務局の
作業としては主として成果のとりまとめ作
業に入るが、前年度までに消化しきれなか
った事項の追跡調査を各分野において行う
予定である。したがって、基本的な研究集
会の場において調査報告書の編集作業も進
める。こうしたデータを集成する報告書は、
きわめて大部のものとなることが予想され
る。そこで書籍としての刊行と共に、前年
度までにパイロット版を作成したデータベ
ースの公開を始める。また、本研究終了後
のデータベースの継続的運営について議論
し、方針を定める。以下の様な研究成果の
発信を行う。

(1) 報告書を除いて、資料集や論文集を英
文・和文の 2ヶ国語によって刊行し、内外
の今後の研究に資する。

(2) 海外での報告・討議の機会として、ア
メリカ宗教学会（AAR）においてパネル・
セッションを行う。

() 日本において国際シンポジウムを行
う。場所は南山大学の施設を予定している
が、東京都心などの交通の便の良い外部会
場を借りて開催することも検討する。
問題の発生や計画変更への対応について
これらの研究計画は、研究分担者と常に

協議し、研究計画の遂行および進展状況に
関する精査と打ち合わせを行う。情報端末
やWEB 会議システムによって、海外研究

者との協議も日常的に行う。研究上の問題
点や研究 ･調査の方法などについて協議す
る場を持つことにより、研究をより効率的、
かつ実質的なものへと調整しながら進めて
いく。
本研究が意図している研究史調査はきわ

めて大規模であり、かつ社会的な重要性も
高いと思われるため、早い段階で、より多
くの国内・海外研究者に加わってもらう必
要性や研究期間の延長も十分に予想される。
また、国際シンポジウムの開催なども大規
模な国際会議となる可能性がある。それら
の実現にあたっては、日本学術振興会や財
団、諸学会、あるいは関連する他の研究機
関との合同開催も視野に入れ、わが国にお
ける宗教研究の国際的なプレゼンスを高め
るために、より適切な方途を模索してゆく
必要がある。
今回の研究計画を実施するに当たっての
準備状況及び研究成果を社会・国民に発信
する方法
① 南山大学南山宗教文化研究所は、共同

研究室、会議室、書庫などが完備しており、
事務局を整備し、既設のデジタル機器を活
用するとともに、新規の設備備品の設置場
所として使用できる。分担者の各研究室と
も連携して、調査資料の蓄積や会議・研究
会なども開催可能である。

② 本研究に参加する学外の分担者とは、
インターネットを通して密接に連携してお
り、国際共同研究者のほとんどは本研究
所と密接な研究交流をもっている。Mark 
MacWilliams は、長年 AARの比較宗教学部
会の理事を務め、奥山だけでなく渡邉とも
密接な交流をしてきた。Ian Reader は、イ
ギリスを代表する日本宗教の研究者であり、
毎年のように研究所を来訪し、さまざまな
プロジェクトで協力している。Aasulv Lande 
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は現在、本研究所諸宗教研究講座客員研究
所員であり、日々所員と協力関係にある。
さらに、Erica Baffelli とは、ドーマンが日本
の新宗教研究において交流をしている。

③ 本研究の成果は、

(1)  出版（英文・和文著作の刊行、英文
研究誌特集号を編集）、

(2)  日本宗教研究の基礎的資料のデータ
ベース化とその公開、

()  学会での発表（国際学会・国内学会）、

()  講演や国際シンポジウムの日本での
開催など

によって、学界に還元していく。また、
講演や国際シンポジウムは一般公開とし、
「日本宗教研究史データベース（仮称）」も
インターネット上に公開し、国民一般にこ
れらの成果を発信してゆく。

おわりに

このように、この科研プロジェクトは、
本研究所がこれまで研究してきた内容をさ
らに深化させるとともに拡大していくこと
をめざしている。この成果を踏まえて、さ
らに此界に貢献することをめざしていきた
い。
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